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で ． 原了ー ・ 分子などのかかわる微悦的現象を.£11'.~i命
的 ・実験的に解明し，そのj反栄を l学に応用する
学問 ・研究領域を担う専攻として昭和58{JO:4 ) Jに
ぷ i'fi'. された。 分子工学専攻は ｜一学部で最初の~l\'1
専攻であり ，基幹講座；3・協力講座4の合計 7~品











の特集なVE'l'fと機能の発現には’1U'. 了のネifj/Jが ~m:'Jloi 
な立味をもっとの観点から，そ1:休分 fやそのモデ
ル化合物の’，[1（－的性質や化学~院を実験的に解明
する とともに，それらを制御する飾的及び動的fi'l
j主因 fを見いだして．新しい特性をノボす新規機能
性化合物の分 子設引を行っている。
分子物性工学講座 分了の物Jlj！＿的，化学的f'l:'fl'
分了と分「の相互作用など多係な化学事象を刈象
とするJ1jl＿論的研究を行ってL、る。 また．分下物t
を支配する因子の解析と，i'l1ffiを基椴とする新鋭な
物性材料や化学反応のi主計をめざして， 1:（－化学
の基礎Fl!論と X線分光などの応用実験とのfJt-fFIに
よる新しい方法論の展開を図っている。
分子エネルギー工学講座 分子素 fのための多
元並びに多屯情報変換機能を有する分 fの1&iHと
合成，並びにその材料化によ る分子機能材料の設
計と構築，光誘起屯子伝達系を[fj＼， 、る光エネルギ
ー及び光↑1'i・械の変換分子システム ，；q＿’，[1i'l:高分干
の機能化と止目的I史構造制御によ る：1tf材料のIJ日発
などにつし、て研究を行っている。
分子触媒工学講座 均一系及び-1＇均一系触媒反
応の機構を分チ論的立場で解明し． それを基礎に
した削t1_!U¥l:H及び触媒反応の開発を行っているη
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